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◀記念講演では会津若松市観光大使の
　大林素子様にご講演いただきました

▲令和７年11月14日
　会津若松ワシントンホテルにて会津若松市
　区長会創立70周年記念式典等を開催



　
区
長
会
会
報
第
90
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
活
動
に
対
し
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご

支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
会
創
立
70
周
年
の
記
念
の
年
で
し
た
。
去
る
11
月
14
日
、
元
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
日
本
代
表
選
手
の
「
大
林
素
子
様
」
を
講
師
に
お
招
き
し
、
盛
大
に
記
念
式
典
及

び
講
演
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お
き
ま
し
て
は
、
会
津
鶴
ヶ
城
太
鼓
「
若
駒
会
様
」

に
、
素
晴
ら
し
い
太
鼓
の
演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
70
年
の
月
日
に
思
い
を
馳
せ
る

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
本
会
を
担
う
重
責
に
会
員
一
同
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
近
年
、
日
本
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
、
激
甚
化
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
昨
年
２
月
に
は
観
測
史
上
最
高
の
積
雪
を
記
録
す
る
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
に
お
い

て
は
助
け
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
除
雪
を
行
う
な
ど
、
い
か
に
地
域
住
民
同
士
の
助
け

合
い
が
有
事
の
際
に
重
要
と
な
る
か
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
昨
年
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
各
部
会
の

部
長
よ
り
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
今
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
町
内
会
は
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
住
民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
を
創
設
す
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
組
織
で
あ
り
ま
す
。「
安
心
・
安
全
」
な

地
域
づ
く
り
や
福
祉
の
向
上
、更
に
、災
害
等
の
際
は
地
域
住
民
同
士
で
助
け
合
う「
共

助
」
と
し
て
力
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
行
政
を
は
じ
め
、
様
々
な
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
生
活
が
よ
り
良
い

も
の
と
な
る
よ
う
貢
献
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
特
段

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
会
で
は
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
第
90

号
会
報
発
行
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

会
津
若
松
市
区
長
会

�

会　

長　

成　

田　

源
一
郎

令和７年度　事業内容・計画
実施月日 事　　業　　名
4月～5月 各地区清掃事業（各町内会による）
4月　3日 会計監査
4月　5日 クリーン鶴ケ城作戦参加
4月　8日 役員会
4月25日 定時総会
5月　8日 正・副会長会議　
5月12日 地区会長会議
5月23日 各部会（総務・教養・厚生・産業）
6月25日 教養部会、新任区長研修会
7月　3日 創立70周年記念事業実行委員会
7月　7日 厚生部会、産業部会　　
7月　9日 総務部会　　
7月11日 福島県自治会連合会理事会、定期総会、表彰式
7月13日
～14日 先進都市研修視察

7月28日 役員会、創立70周年記念事業実行委員会
8月27日 役員会、創立70周年記念事業実行委員会
9月20日 会津まつり　会津藩公行列参加
9月29日 神奈川県横須賀市連合町内会視察受入
10月14日 中間会計監査及び次年度予算編成に係る打合せ
10月17日 産業部研修会
10月23日
～24日 全国自治会連合会全国大会・表彰式

10月25日 環境フェスタ（チャリティーバザー）参加
10月27日 神奈川県小田原市富水地区自治会連合会視察受入
10月30日 市長との対話集会
11月　4日 創立70周年記念事業実行委員会
11月11日 埼玉県八潮市町会自治会連合会視察受入
11月14日 会津若松市区長会創立70周年記念式典等
11月19日 正・副会長会議
11月26日 役員会及び次年度予算編成に係る打合せ　
11月27日 栃木県自治会連合会視察受入
12月19日 総務部会　
1月　5日 新年市民交歓会参加
1月23日 役員会、役員・各部委員新年会
2月　1日 会報第90号発行
２月　　 各部会（総務・教養・厚生・産業）
２月　　 会津若松市における町内会への加入促進にかかる懇談
３月　　 役員会

令和７年度　収入支出予算
収 入 の 部� （単位：円）

項　　　目 本　年　度
当初予算額

前　年　度
予　算　額 比較増減 説　　　明

１．会　　　　費 2,008,000 2,012,000 △ 4,000 4,000円×502町内会＝2,008,000円
２．市 補 助 金 10,278,000 10,307,000 △ 29,000
３．諸 収 入 959,000 971,000 △ 12,000
⑴協 力 金 502,000 503,000 △ 1,000 社会福祉協議会より
⑵預 金 利 子 1,000 1,000 0
⑶保 険 料 450,000 450,000 0 町内会活動保険料（各町内会負担分）
⑷その他の収入 6,000 17,000 △ 11,000 区長バッジ等
４．繰 入 金 150,052 0 150,052
⑴ 70周年事業準備金 150,052 0 150,052
５．繰 越 金 1,149,665 1,791,393 △ 641,728 前年度繰越金
収 入 合 計 14,544,717 15,081,393 △ 536,676

支 出 の 部� （単位：円）

項　　　目 本　年　度
当初予算額

前　年　度
予　算　額 比較増減 説　　　明

１．事 業 費 13,803,717 14,251,393 △ 447,676
⑴総 会 費 355,000 281,000 74,000 総会案内等送付代　他
⑵会 議 費 120,000 318,000 △ 198,000 役員・各部委員委嘱状交付式会場費　他
⑶生活環境整備費 5,980,000 6,608,000 △ 628,000 麻袋購入費、配布手数料　他
⑷研 修 費 1,392,000 1,817,000 △ 425,000 新任区長研修会、先進都市研修視察
⑸広報活動費 446,000 208,000 238,000 区長会会報印刷代、区長会会報配布委託手数料
⑹報 償 費 225,000 95,000 130,000 額縁、退会者記念品　他
⑺慶 弔 費 40,000 44,000 △ 4,000 香典
⑻部 活 動 費 211,000 140,000 71,000 部活動費
⑼交 際 費 210,000 217,000 △ 7,000 会長交際費、新年市民交歓会会費
⑽旅　　　　費 295,000 290,000 5,000 各種会議出席旅費（全国自治会連合会全国大会出席　他）
⑾保 険 料 1,200,000 1,200,000 0 傷害保険料、賠償責任保険料
⑿地区会長事務連絡費 511,000 511,000 0 18地区会長事務連絡費
⒀地区区長会交付金 2,368,000 2,372,000 △ 4,000 18地区区長会交付金
⒁ 70周年記念事業費 450,000 150,000 300,000
⒂雑　　　　費 717 393 324
２．事 務 費 741,000 830,000 △ 89,000
⑴消 耗 品 費 140,000 150,000 △ 10,000 事務用消耗品
⑵通 信 費 370,000 257,000 113,000 郵券代、携帯電話通信料　他
⑶印 刷 費 104,000 100,000 4,000 区長会封筒印刷代
⑷手 数 料 34,000 230,000 △ 196,000 振込手数料　他
⑸負 担 金 93,000 93,000 0 福島県自治会連合会会費　他
支 出 合 計 14,544,717 15,081,393 △ 536,676
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市
長
表
彰

区
長
会
感
謝
状

福島県自治会連合会表彰者

表

彰

福
島
県
自
治
会�
�

連
合
会
表
彰

全
国
自
治
会�

�

連
合
会
表
彰

全国自治会連合会表彰者

○
10
期
以
上
在
職
さ
れ
た
方

三
本
松�

成
田
源
一
郎

○
10
年
以
上
在
職
さ
れ
、
市
区

長
会
役
員
を
１
期
以
上
務
め

そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方

下
大
和
町�

小
林　

正
一

○
市
区
長
会
役
員
を
３
期
以
上

務
め
そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方

下
大
和
町�

小
林　

正
一

○
３
期
以
上
在
職
さ
れ
た
方

博
労
町
三
丁
目�

小
林　

義
隆

東
栄
町
二
丁
目�

和
泉　
　

雅

栄
町
中
三
丁
目�

石
田　

高
俊

馬
場
四
之
竪
町�

鈴
木　

充
彦

馬
場
下
五
之
町
一
之
区

�

渡
部
伊
久
夫

大
町
二
丁
目
一
之
区

�

堀　

與
四
男

当
麻
町
二
之
区�

島
見　

信
一

西
名
子
屋
町�

石
川　

義
昭

緑
町�

髙
橋　

朋
幸

○
10
年
以
上
在
職
し
退
任
さ
れ

た
方

上
野
伏
町�

佐
藤　

一
朗

本
郷
町�

菊
地　

宏
文

大
工
町�
田
村　

健
次

新
横
町
横
丁�
永
田　
　

清

下
大
和
町�

小
林　

正
一

七
日
町
中
央�

小
野　

芳
秀

北
小
路
二
丁
目�

赤
城　

寛
一

桂
林
寺
町
三
丁
目

�

渡
邉　
　

明

真
宮
新
町
北�

佐
藤　

芳
賢

　
区
長
と
し
て
市
政
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
本
会
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
次
の

方
々
が
令
和
７
年
４
月
に
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

片
柳
町
上
之
区�

小
林　

弘
康

大
川
町�

三
瓶　

洋
一

鍛
冶
屋
敷�

岩
田　

清
一

飯
寺
十
区�

坂
内　
　

守

湯
本�

鈴
木　

修
一

戸
ノ
口�

古
川　
　

晃

原
田�

町
野　
　

紳

稲
荷
原�

古
川　

正
人

○
４
年
以
上
在
職
し
退
任
さ
れ

た
方

博
労
町
三
丁
目�

小
林　

義
隆

馬
場
名
子
屋
町�

岡
部　

良
秀

南
横
町�

加
藤　

一
郎

徒
之
町�

猪
井　

新
一

城
前
三
之
区�

小
森　

秀
一

豊
岡
町�

目
黒　

則
雄

馬
場
下
三
之
町�

齋
藤　

靜
子

馬
場
下
五
之
町
二
之
区

�

小
松　

典
夫

西
名
子
屋
町�

石
川　

義
昭

鍛
冶
屋
敷�

岩
田　

清
一

吉
田�

江
川　

辰
也

天
神
城
南
区�

小
椋　
　

功

黒
岩
大
坪
東
区�

芳
賀　

敏
晴

千
石
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
三
区

�

加
藤　

榮
一

下
居
合�

渡
部　

和
俊

飯
盛
第
三
団
地�

小
林　

幹
於

石
村�

遠
藤
三
紀
夫

上
雨
屋�

二
瓶　

一
廣

高
坂�

佐
藤　

耕
平

石
原�

古
田　

貞
雄

金
屋�
長
谷
川
幸
栄

麻
生
新
田�
多
田　

隆
雄

六
軒�
五
百
川　

勝

大
野
原�

芥
川　

重
樹

柏
原�

鈴
木　

秀
明

京
手�

大
竹　

瑞
夫

　
住
民
自
治
組
織
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
長
年
の
功
績
に

対
し
、
令
和
７
年
７
月
11
日
に

開
催
さ
れ
た
福
島
県
自
治
会
連

合
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
田
垣
商
店
街�

丸
茂　

直
樹

石
堂
町�

志
賀　
　

等

居
高
町
一
区�

佐
藤　

晃
一

　
住
民
自
治
組
織
の
発
展
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
長
年
の
功
績
に

対
し
、
令
和
７
年
10
月
23
日
全

国
自
治
会
連
合
会
よ
り
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

北
柳
原�

宮
城　

卓
二

飯
盛
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

�

渡
部　

美
次

Ｒ８．２．１会津若松市区長会会報【　】3



部
会
紹
介

総
務
部
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

�

総
務
部
長　

春
日
部
一
視

�

（
高
野
町
区
長
会
　
会
長
）

教
養
部
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

�

教
養
部
長　

丸
茂　

直
樹

�

（
鶴
城
地
区
区
長
会
　
会
長
）

市長との対話集会

先進都市研修視察

　
令
和
７
年
10
月
30
日
、
市
長
と
の
対

話
集
会
が
、
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
長
の
出
席
は
、49
名
で
し
た
。市
当

局
か
ら
は
、市
長
ほ
か
、関
係
部
長
及
び

副
部
長
5
名
、
来
賓
と
し
て
市
議
会
か

ら
は
、議
長
、総
務
、文
教
厚
生
、産
業

経
済
、
建
設
の
各
委
員
長
、
副
委
員
長

5
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
対
話
集
会
で
は
、
３
件
の
継
続
要
望

◦
新
任
区
長
研
修
会

　
６
月
２５
日（
水
）

　
会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
１８
：
３０
～
１９
：
４５

　
参
加
者
１
１
９
名

　
区
長
と
し
て
任
務
の
遂
行
上
、
よ
り

一
層
の
知
識
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
、

新
任
区
長
を
対
象
に
市
補
助
金
制
度
の

説
明
な
ど
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

り
様
々
な
質
疑
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
、市
長
よ
り
補
足
説
明
が
あ
り
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　
な
お
、
令
和
7
年
度
各
地
区
の
要
望

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
東
山
地
区　
早
急
な
小
・
中
学
校
体

育
館
に
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
、

「Free-W
iFi

」
環
境
整
備
促
進
と
設

置
施
設
に
「Free-W

iFi

」
設
置
表
示

に
つ
い
て

②
神
指
地
区　
神
指
城
址
の
史
跡
指
定

に
向
け
て
の
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て

⑴
新
規
⑵
継
続

③
湊
地
区　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
有

料
ゴ
ミ
袋
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

④
日
橋
・
八
田
・
堂
島
地
区　
小
・
中

学
校
敷
地
内
の
草
刈
り
に
つ
い
て

⑤
鶴
城
地
区　
大
規
模
災
害
発
生
に
備

え
た
避
難
道
路
建
設
に
つ
い
て

⑥
謹
教
地
区　
湯
川
・
古
川
の
土
砂
・

樹
木
の
除
去
に
つ
い
て

⑦
高
野
地
区　
会
津
大
橋
か
ら
阿
賀
川

橋
（
阿
賀
川
に
か
か
る
新
橋
梁
）
ま
で

の
阿
賀
川
右
岸
の
氾
濫
・
河
岸
浸
食
防

止
策
の
強
化
に
つ
い
て

⑧
門
田
地
区　
門
田
地
区
を
流
れ
る
蟹

川
と
堀
川
の
護
岸
の
整
備
と
雑
木
と
杉

木
の
伐
木
要
望
に
つ
い
て

⑨
一
箕
地
区　
会
津
都
市
計
画
事
業
扇

町
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
市
道
都

市
計
画
路
線
藤
室
鍛
冶
屋
敷
線
整
備
に

つ
い
て

さ
ら
に
、
今
年
度
は
よ
り
多
く
の
区
長

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
日
夜
間
開
催
と
し
ま
し
た
。
新
任
区

長
９４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
度
も
今
年
度
同
様
に
夜
間
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

◦
先
進
都
市
研
修
視
察
（
宇
都
宮
市
、

常
総
市
、
つ
く
ば
市
）

　
７
月
１３
日（
日
）～
１４
日（
月
）

　
参
加
者
２９
名

　
日
常
に
お
け
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
や
町
づ
く
り
の
推
進
、
特
に

今
年
度
は
防
災
意
識
を
よ
り
高
め
る
た

め
に
、
防
災
の
先
進
都
市
常
総
市
根
新

田
町
内
会
様
、
栃
木
県
防
災
館
様
、
国

立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究

所
様
へ
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
視
察
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
同
様
に
参
加
者
が
年
々
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る

た
め
に
、
令
和
６
年
度
に
全
区
長
５
０

２
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
４
１
８

名
の
方
々
か
ら
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
に
参
加
さ
れ
た
２９
名

の
方
々
か
ら
も
新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

⑩
北
会
津
地
区　
北
会
津
東
部
幹
線
道

路（
市
道
幹
Ｉ
︱
28
号
線
）の
早
期
整
備

推
進
に
つ
い
て

⑪
大
戸
地
区　

道
の
駅
の
設
置
に
つ

い
て

◦
会
報
の
発
行

　
今
年
度
持
ち
回
り
当
番
の
9
地
区
よ

り
原
稿
の
提
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
区
長
会
会

報
第
90
号
の
発
行
に
ご
協
力
賜
り
、
重

ね
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
項
、
10
件
の

新
規
要
望
事
項

に
対
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
市
当
局

か
ら
の
回
答
の

後
、
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
区
よ

取
り
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
中

で
ど
の
よ
う
な

在
り
方
が
望
ま

し
い
か
、
大
き

な
転
換
期
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
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厚
生
部
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

�

厚
生
部
長　

佐
藤　

晃
一

�

（
城
西
地
区
区
長
会
　
副
会
長
）

産業部研修会

チャリティバザー

　
厚
生
部
会
が
行
う
事
業
と
し
て
、
環

境
美
化
推
進
事
業
へ
の
協
力
（
ク
リ
ー

ン
鶴
ヶ
城
作
戦
へ
の
協
力
、
全
市
一
斉

清
掃
事
業
の
推
進
）
を
毎
年
４
月
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
１０
月
２５
日（
土
）に
は

第
３３
回
環
境
フ
ェ
ス
タ
in
あ
い
づ
が

「
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
×
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

鶴
ヶ
城
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
フ
ェ
ス
タ
は
市
民
の
皆
様
に
環
境

保
全
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
、
厚
生
部

会
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
行
っ
て
い
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
バ
ザ
ー
を
通
し
て
ゴ
ミ
削
減
と
環

境
保
全
に
貢
献
し
ま
す
。

　
何
か
月
も
前
か
ら
準
備
し
て
い
た
だ

い
た
各
地
区
区
長
会
の
皆
様
、
前
日
の

準
備
や
当
日
の
販
売
員
と
し
て
ご
尽
力

し
て
い
た
だ
い
た
厚
生
部
委
員
の
方
々
、

◦
会
津
ま
つ
り
「
会
津
藩
公
行
列
」
に

つ
い
て

　
９
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た
会
津
藩
公

行
列
に
会
津
若
松
市
区
長
会
と
し
て
、

玄
武
隊
に
扮
し
１２
名
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
雨
模
様
で
し

た
が
、
今
年
は
最
後
に
少
し
雨
が
降
る

程
度
で
、
楽
し
く
行
進
で
き
ま
し
た
。

沿
道
の
方
々
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
や
応

援
を
い
た
だ
き
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。又
、「
昔
は

白
虎
隊
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
笑
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
産
業
部
長
と
し
て
、
会
津
ま

つ
り
実
行
委
員
会
行
列
班
副
班
長
を
仰

せ
つ
か
り
、準
備
の
段
階
か
ら
参
加
し
、

警
備
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
集

め
等
、
協
会
の
皆
様
の
ご
苦
労
が
あ
っ

て
、
行
列
が
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

◦
産
業
部
研
修
会
に
つ
い
て

産
業
部
会
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

�

産
業
部
長　

鈴
木　

敏
勝

�

（
神
指
地
区
区
長
会
　
会
長
）

さ
ら
に
多
く
の
品
物
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
今
年
度
は

１
，１
０
２
点
が
出
品
さ
れ
１
３
６
，２

０
０
円
の
売
り
上
げ
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
売
上
金
は
社
会
福
祉
向
上
の
た

め
、
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

全
額
寄
附
致
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
厚

生
部
会
で
は
次
の
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
①
環
境
美
化
推
進
事
業
へ
の
協

力 

②
間
口
清
掃
の
Ｐ
Ｒ 

③
ゴ
ミ
分
別

回
収
へ
の
協
力 

④
環
境
保
全
へ
の
協

力 
⑤
健
康
増
進
へ
の
協
力 

⑥
社
会
福

祉
事
業
へ
の
協
力
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

通
し
て
地
域
の
生
活
環
境
向
上
な
ど
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
１０
月
１７
日
産
業
部
会
の
研
修
会
が
行

わ
れ
、
１５
名
の
参
加
で
、
磐
梯
町
の
慧

日
寺
資
料
館
の
見
学
と
、
講
演
で
は
、

慧
日
寺
の
歴
史
と
史
跡
整
備
計
画
に
つ

い
て
講
師
の
白
岩
館
長
に
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
津
地
方
に
平
安

時
代
か
ら
続
く
貴
重
な
史
跡
で
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
天
鏡
株
式
会
社
（
旧
榮
川
酒

造
）で
、
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
に
つ
い
て
、

創
業
者
の
熱
い
思
い
に
つ
い
て
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
、
工
場
見
学
を
し
ま
し

た
。
地
元
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
で

地
元
の
産
業
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、

新
し
い
産
業
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

大
変
有
意
義
な
活
動
、
経
験
を
さ
せ
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
町
内
夏
祭
り
の
復
活
」

　
　
　
　
に
つ
い
て

大お
お

町ま
ち

三さ
ん

四し

之の

竪た
て

　
町
内
会
に
つ
い
て

�

城
西
地
区
材
木
町
三
丁
目
町
内
会

�

区
　
長　

佐
藤　

善
美

�

城
北
地
区
大
町
三
四
之
竪
町
内
会

�

区
　
長　

芳
賀　

郁
雄

各
地
区
の
活
動
紹
介

　
私
の
住
む
町
内
会
は
、
会
津
若
松
市

の
中
心
部
の
南
北
に
あ
る
大
町
通
り
の

中
ほ
ど
に
面
し
た
大
町
三
四
之
竪
町
内

　
材
木
町
三
丁
目
町
内
会
は
、
会
津
若

松
市
の
西
南
部
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

古
く
は
会
津
西
街
道
か
ら
若
松
城
下
へ

の
出
入
り
口
で
し
た
。

打ち上げた花火

大町通り歩行者天国

鶴
城
地
区

花
火
大
会
を
終
え
て

�

鶴
城
地
区
天
神
町
町
内
会
　
　

�

区
　
長　

宮
森　
　

浩

　
今
年
７
月
、
鶴
城
地
区
区
長
会
主
催

に
よ
る
鶴
城
地
区
花
火
大
会
を
開
催
し

て
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
観
覧
を

頂
い
た
。
元
々
、
毎
年
鶴
城
地
区
で
は

子
ど
も
会
育
成
会
主
催
に
よ
る
花
火
大

会
を
開
催
し
て
き
た
が
、
子
ど
も
会
員

の
減
少
な
ど
か
ら
令
和
５
年
を
最
後
に

終
了
し
た
経
緯
が
あ
る
。
５０
年
以
上
も

続
い
て
き
た
花
火
大
会
を
そ
の
ま
ま
終

わ
ら
せ
る
の
は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る

と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
今
回
の

開
催
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
さ
て
、
花
火
大
会
を
開
催
す
る
と
一

言
で
言
っ
て
も
、
何
か
ら
手
を
付
け
て

良
い
も
の
か
と
不
安
の
中
で
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
。
関
係
各
所
へ
の
届
出
な

ど
さ
ま
ざ
ま
手
続
き
が
あ
り
、
大
変
な

苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
子
ど
も
会
育
成
会
の
元
会
長
を
初

め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
何
と
か
第
１
回
目
の
開
催
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
日
は
、
天
気

も
心
配
し
な
が
ら
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
７
０
０
人
以

上
の
観
覧
者
も
集
ま
り
、
大
盛
況
の
内

に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
１

発
目
の
花
火
が
上
が
っ
た
時
は
感
無
量

で
あ
っ
た
。
来
年
以
降
も
続
け
て
開
催

し
て
、
市
民
の
楽
し
い
笑
顔
を
見
た
い

も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
紙
上
を
通
し

て
、
ご
協
力
を
頂
い
た
方
々
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

会
で
す
。
旧
三
ノ
町
北
側
か
ら
旧
四
ノ

町
ら
北
側
の
区
域
住
民
で
構
成
さ
れ
る

事
が
町
名
の
由
来
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
会
の
行
事
と
し
て
は
、
全
市
一

斉
の
清
掃
参
加
と
大
町
通
り
に
面
し
て

い
る
行
政
区
の
為
、
毎
年
５
月
５
日
の

歩
行
者
天
国
に
参
加
し
て
、
ま
ち
な
か

の
賑
わ
い
創
出
と
活
性
化
に
協
力
し
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
大
町
通
り
の
美
装
化

が
完
工
し
、
車
道
が
散
水
式
消
雪
、
歩

道
は
無
散
水
式
融
雪
と
な
り
ま
し
た
。

雪
掻
き
の
回
数
と
量
が
減
っ
た
事
は
高

齢
化
が
進
む
住
民
・
行
政
区
長
共
に
安

堵
し
て
お
り
、
今
年
２
月
４
日
か
ら
10

日
間
止
む
事
無
く
降
り
続
い
た
ゲ
リ
ラ

豪
雪
で
は
、
他
の
行
政
区
よ
り
も
早
く

に
通
行
の
安
全
が
確
保
出
来
ま
し
た
。

　
人
通
り
が
多
い
町
内
会
で
す
の
で
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
事
案
が
稀
に
発
生
し

ま
す
。
可
燃
物
の
収
集
日
に
不
燃
物
が

出
て
い
た
り
、
指
定
さ
れ
た
物
以
外
の

不
燃
物
を
出
さ
れ
て
対
応
に
苦
慮
し
て

お
り
、
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
と
共
に
、
ま

す
ま
す
懸
念
さ
れ
る
案
件
が
増
え
そ
う

で
す
。

　
行
政
区
内
に
は
一
軒
だ
け
空
き
家
が

あ
り
ま
す
。
所
有
権
者
が
不
明
で
、
老

朽
化
が
激
し
い
事
か
ら
倒
壊
の
恐
れ
が

有
り
、通
行
に
危
険
を
及
ぼ
す
事
か
ら
、

関
係
各
所
と
協
議
の
上
、
早
急
な
対
応

を
要
し
ま
す
。
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高
野
町
区
長
会
・

沼
木
町
内
会
の
紹
介

�

高
野
地
区
沼
木
町
内
会
　
　
　

�

区
　
長　

菊
地　

國
雄

　
高
野
町
は
会
津
若
松
駅
の
北
西
部
に

位
置
し
、
明
治
２６
年
栄
和
村
の
分
裂
で

上
高
野
に
役
場
が
設
け
ら
れ
た
事
か
ら

高
野
村
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
磐
越
自
動
車
道
会
津
若
松
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
・
国
道
１
２
１
号
線
と
会
津

ア
ピ
オ
に
近
い
地
域
に
あ
り
、
水
田
が

広
が
る
純
農
村
地
帯
で
１１
の
町
内
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
区
長
と
も
月
１
回
の
定
例
会
、
年

２
回
行
う
ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド
除
草
美
化

活
動
の
他
、
各
種
団
体
の
役
員
と
し
て

８
月
上
旬
に
永
和
小
学
校
で
行
わ
れ
る

北
地
区
夏
祭
り
、
１１
月
上
旬
の
北
地
区

文
化
祭
・
高
野
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
等
々
で
地
区
の
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
沼
木
地
区
は
高
野
町
の
東
部
に
位
置

し
、
国
道
１
２
１
号
線
と
広
域
農
道

（
会
津
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
）
を
挟
む
位
置

に
あ
り
、
世
帯
数
２８
で
他
に
２０
数
か
所

北地区の地図

町内夏祭り

　
私
が
、
当
町
内
会
の
区
長
に
就
い
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
発
生
の
令
和
２

年
４
月
で
し
た
。
就
任
後
２
年
間
は
町

内
の
諸
行
事
は
、
毎
年
１
月
に
実
施
す

る
「
才
の
神
」
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が

縮
小
ま
た
は
中
止
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
の
「
町
内
夏
祭

り
」
も
２
年
間
中
止
に
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
内
に
も
閉

塞
感
が
満
ち
活
気
の
な
い
状
態
で
し
た
。

何
と
し
て
も
町
民
の
結
束
・
一
体
感
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
令
和
４
年
は
何
と

し
て
も
伝
統
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た

「
町
内
夏
祭
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
で

あ
る
と
し
て
、
町
内
の
各
機
関
（
町
内

会
・
組
役
員
・
青
壮
年
会
・
子
供
会
育

成
会
・
顧
問
）
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
発
生
前
の「
町
内
夏
祭
り
」の

メ
イ
ン
は
「
会
津
磐
梯
山
踊
り
」
で
す
。

し
か
し
、
２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
歌
い
手
、
囃
子
以

外
は
町
民
に
よ
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の「
会
津
磐
梯
山
踊
り
」に
は

多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
何
と
か
「
町

民
の
帰
属
意
識
・
一
体
感
」
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
会
津
磐
梯
山
踊
り
」の
歌
・
囃
子
は

「
民
謡
会
」
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た

の
で
す
が
、
何
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
前
の

よ
う
に
自
前
で
行
い
た
い
と
の
申
し
出

が
子
供
会
・
育
成
会
か
ら
の
申
し
出
が

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

　
町
内
会
活
動
と
し
て
、
一
戸
一
名
の

参
加
で
５
月
に
水
路
の
一
斉
清
掃
、
７

月
の
ア
メ
シ
ロ
防
除
作
業
、
年
頭
に
総

会
等
が
あ
り
、
清
掃
と
総
会
の
後
に
は

懇
親
会
を
催
し
町
内
の
人
た
ち
と
の
結

び
つ
き
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
と
し
て
町
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
他
地
区
と
同
様
に

少
子
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ず
危
惧
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
内
会
活
動
を
盛

り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
高
野
町
区
長
会

の
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
、
令
和
４
年
10
月
か
ら
「
城
西
子

供
囃
子
会
」
を
復
活
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
「
山
車

の
お
囃
子
練
り
こ
み
」
の
練
習
を
開
始

し
、
今
年
の
「
町
内
夏
祭
り
」
に
披
露

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
陰
様
で
、

「
城
西
子
供
囃
子
会
」
に
は
市
内
の
団

体
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
多
く
あ
り
、
子
供

た
ち
も
喜
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
区
長
の
役
割
は
、先
人
・
先
輩
が
残
し

て
く
れ
た
伝
統
を
守
り
保
存
す
る
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
次
の
世
代
に

向
け
て
そ
れ
を
更
新
し
続
け
る
こ
と
が

最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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一
箕
地
区
に
あ
る
八
幡
町
内
会
は
、

か
つ
て
の
八
幡
神
社
参
道
を
中
心
と
す

る
、
現
在
５
１
０
世
帯
が
会
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
代
々
受
継
が
れ
て
き
た
祭

礼
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
で
賑
わ

い
、
そ
の
賑
わ
い
が
氏
神
様
の
ご
加
護

に
繋
が
る
と
宮
司
様
に
伺
い
ま
し
た
。

住
み
心
地
の
い
い

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

�

一
箕
地
区
八
幡
町
内
会
　
　
　

�

区
　
長　

芳
賀　

誠
子

町
内
の
現
状

�

門
田
地
区
東
年
貢
一
丁
目
町
内
会

�

区
　
長　

土
屋　

廣
江

　
当
町
内
会
は
、
平
成
11
年
に
第
一
年

貢
町
内
会
か
ら
分
か
れ
、
東
年
貢
一
丁

目
町
内
会
と
な
り
、
26
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
平
成
21
年
に
町
内
会

発
足
10
周
年
記
念
式
典
、
令
和
元
年
に

は
、
20
周
年
式
典
を
行
い
、
今
で
は
世

帯
数
も
３
６
０
世
帯
と
市
内
有
数
の
大

規
模
町
内
会
と
な
り
ま
し
た
。

◦
事
業

◦
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

ア
、
80
歳
以
上
の
方
へ
の
慶
祝
事
業

イ
、
懇
談
懇
親
の
集
い

ウ
、
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
会

　
こ
の
事
業
も
令
和
２
年
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
で
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
よ
り
80
歳
以
上
の
方

へ
の
慶
祝
事
業
は
復
活
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
他
の
事
業
は
中
止
の
ま
ま

で
す
。

今
年
も
町
内
一
丸
と
な
っ
て
無
事
に
開

催
で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。

　
近
年
の
住
宅
開
発
に
よ
り
、
歴
史
あ

る
「
才
の
神
」
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

事
は
残
念
で
す
が
、
若
い
世
帯
が
増
え

た
こ
と
に
は
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
す
。

年
々
会
員
が
減
少
し
て
い
る
子
供
会
で

す
が
、
保
護
者
役
員
の
皆
さ
ん
が
運
営

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
な
が
ら
、
伝
統

の
提
灯
行
列
へ
の
参
加
や
町
内
行
事
へ

の
協
力
を
通
じ
て
、
異
世
代
交
流
の
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

す
。
更
に
今
年
は
会
津
大
学
短
期
大
学

部
よ
り
地
域
交
流
の
依
頼
を
受
け
、
学

園
祭
に
町
内
サ
ロ
ン
が
出
店
し
、
新
し

い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た

町
内
に
住
む
会
津
大
学
生
が
祭
礼
に
協

親子夜警体験

八幡町内会祭礼

力
し
て
く
れ
る
な
ど
、
若
い
力
を
取
り

込
め
た
こ
と
も
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。

と
は
い
え
、
担
い
手
不
足
は
長
期
的
な

課
題
で
す
。
祭
礼
で
24
の
組
長
・
副
組

長
が
結
集
す
る
際
に
は
、
ま
さ
に
「
ド

ラ
フ
ト
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド
全
開
」
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
ご
み
処

理
有
料
化
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
す
。

収
集
ト
ラ
ブ
ル
防
止
や
ル
ー
ル
の
周
知

な
ど
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
も

含
め
て
重
要
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
だ
れ

も
が
住
み
心
地
の
い
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◦
地
区
自
治
活
動
団
体

　
平
成
15
年
に
発
足
し
ま
し
た
自
警
団

は
、
夜
警
巡
回
、
祭
礼
手
伝
い
、
夏
休

み
の
夜
、
拍
子
木
を
た
た
い
て
親
子
夜

警
体
験
、
啓
発
活
動
と
団
員
13
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
第
一
年
貢
子
供
会
育

成
会
も
ラ
ジ
オ
体
操
、八
幡
神
社
祭
礼
、

提
灯
行
列
な
ど
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
主
防
災
も
視
野
に
入

れ
て
町
内
皆
様
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら

住
み
良
い
町
内
会
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

Ｒ８．２．１ 会津若松市区長会会報 【　】8



湊
地
区
の

　
　
活
動
に
つ
い
て

�

湊
地
区
赤
井
町
内
会
　
　
　
　

�

区
　
長　

佐
藤　

喜
美

　
湊
町
は
、
猪
苗
代
湖
西
岸
と
背
炙
り

山
に
挟
ま
れ
た
旧
白
河
街
道
（
国
道
２

９
４
号
線
）
に
沿
っ
た
地
域
で
あ
り
、

稲
作
中
心
の
農
村
集
落
16
行
政
地
区
６

０
１
世
帯
・
人
口
１
，４
０
４
人
に
て

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
四
季
折
々
の

風
光
明
媚
な
地
域
で
あ
り
、
自
然
遺
産

藤
倉
町
内
会
に
つ
い
て

�

日
橋
地
区
藤
倉
町
内
会
　
　
　

�
区
　
長　

目
黒　

俊
則

　
藤
倉
町
内
会
は
、
南
北
に
広
が
る
河

東
町
の
南
端
に
位
置
し
、
猪
苗
代
湖
水

の
恩
恵
を
受
け
育
ん
で
来
た
22
戸
程
の

小
さ
な
故
郷
で
す
。
史
跡
等
は
多
く
、

８
０
０
年
頃
に
創
設
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
延
命
寺
や
、
佐
原
義
連
の
孫
で
藤

倉
三
郎
盛
義
の
館
跡
（
現
在
は
民
家
）、

源
義
経
ゆ
か
り
の
皆
鶴
姫
伝
説
が
あ
り

墓
碑
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
皆
鶴
姫
祭

り
は
毎
年
8
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
今
年
か
ら
は
会
津
若
松
市
皆
鶴
姫

祭
り
と
な
り
、
室
井
市
長
御
参
列
の
も

と
墓
前
祭
が
厳
粛
に
取
り
行
わ
れ
ま
し

で
あ
り
ま
す
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登

録
の
猪
苗
代
湖
に
飛
来
す
る
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
や
赤
井
の
大
イ
チ
ョ
ウ
、
歴
史

的
古
い
由
緒
あ
る
神
社
等
が
点
在
し
て

い
る
里
山
で
あ
り
ま
す
。

　
湊
町
区
長
会
は
、
保
健
委
員
会
、
環

境
美
化
、
防
犯
水
難
防
止
、
ふ
れ
あ
い

ま
ち
づ
く
り
の
四
つ
の
専
門
部
会
を
有

し
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
の
湊
地
区
の
行
事
と
し

て
は
、
町
民
運
動
会
・
敬
老
会
・
文
化

た
。
古
よ
り
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
漂
う
町

で
す
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人

口
、
戸
数
共
に
減
少
し
、
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者
が
就
職

や
結
婚
等
を
機
に
故
郷
を
離
れ
る
こ
と

が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
で
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
将
来
に
不
安

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
様
な
中
、
清
潔
で
安
全
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
向
け
、
老

朽
化
し
た
集
会
所
や
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
快
適
性
の
充

実
、
防
犯
灯
整
備
に
よ
る
犯
罪
抑
止
効

果
の
向
上
、
更
に
は
、
道
路
整
備
や
老

朽
化
し
た
火
の
見
櫓
の
撤
去
な
ど
市
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

町
民
の
活
動
と
し
て
は
、
草
刈
り
や
花

皆鶴姫の碑

赤井の大イチョウ

祭
等
を
通
年
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
の

要
で
あ
り
ま
す
子
ど
も
達
の
行
事
に
も

積
極
的
に
参
加
を
促
し
、
し
ら
と
り
保

育
園
や
湊
学
園
の
学
習
発
表
、
子
ど
も

育
成
会
の
球
技
大
会
等
を
支
援
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
湊
地
区
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
高
齢
者
へ
の
交
通
弱
者
支
援
事
業

（
み
な
と
バ
ス
）
や
生
活
支
援
等
も
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
て
全
力
で
事
業
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

植
え
、
史
跡
や
川
の
清
掃
、
樹
木
剪
定

等
々
の
通
年
で
汗
を
流
し
、
町
民
や
若

者
が
暮
ら
し
易
い
町
づ
く
り
の
一
助
に

な
れ
ば
と
心
が
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

代
田
組
に
つ
い
て

�

堂
島
地
区
京
手
町
内
会
　
　
　

�

区
　
長　

芦
名　

光
義

　
河
東
町
は
、
平
成
17
年
11
月
に
、
会

津
若
松
市
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、
明
治
22
年
に
、
町
村
制
の
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施
行
に
よ
り
、
堂
島
村
が
８
村
の
区
域

を
も
っ
て
、
同
じ
く
日
橋
村
が
７
村
の

区
域
を
も
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
32
年
、
日
橋
村
と
堂
島
村
が

合
併
し
河
東
村
が
発
足
、
昭
和
53
年
、

町
制
施
行
し
て
、
河
東
町
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
、
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
文
化
６
年
（
１
８
０
９
年
）
に
編

纂
さ
れ
た
、「
新
編 
会
津
風
土
記
」
に

よ
り
ま
す
と
、
当
時
は
、
河
沼
郡
代
田

組
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
代
田
組

上
17
箇
村
は
現
在
の
堂
島
地
区
に
当
た

り
、
総
戸
数
は
３
６
８
軒
。
代
田
組
下

23
箇
村
は
現
在
の
日
橋
、
八
田
地
区
に

当
た
り
、
総
戸
数
は
３
９
６
軒
と
あ
り

ま
す
。
上
下
箇
村
と
も
ほ
ぼ
現
在
の
大

字
地
名
と
同
じ
地
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

２
０
０
年
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
、
現
在
は代田組の地図

役
員
紹
介

　
本
会
の
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
監

事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
任
期
：
令
和
８
年
４
月
の
定
時
総
会
ま
で
）

○
会　
長　

成
田
源
一
郎
（
北
会
津
）

○
副
会
長　

渡
部　
美
次
（
東　
山
）

○　
〃　
　

宮
城　
卓
二
（
一　
箕
）

○　
〃　
　

岩
渕　
勝
雄
（
城　
西
）

○　
〃　
　

伊
藤　
　
洋
（
謹　
教
）

○
会　
計　

佐
藤　
康
毅
（
行　
仁
）

○　
〃　
　

梅
原　
徳
昭
（
門　
田
）

○
監　
事　

志
賀　
　
等
（
城　
北
）

○　
〃　
　

小
田
切
忠
仁
（
日　
新
）

○　
〃　
　

佐
藤　
喜
美
（　
湊　
）

　
区
長
会
会
報
第
90
号
を
、
市
民
の
皆

様
へ
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
各
部
会
の
紹
介

と
、
活
動
に
つ
い
て
と
、
9
地
区
の
区

長
さ
ん
に
は
、
町
内
会
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
寄
稿
を
頂
き
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
は
、2
月
の
大
雪
に
よ
り
、

市
内
全
域
で
ほ
と
ん
ど
の
道
路
が
連
日

交
通
麻
痺
し
、
市
民
の
皆
様
も
大
変
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。最
近
は
、市
で
も

早
々
と
大
雪
対
策
に
着
手
さ
れ
、
今
年

の
対
応
は
万
全
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
11
月
14
日
に
は
、
市
区
長
会
創

立
70
周
年
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
元

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の
大
林
素
子
さ
ん

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
多
数
の
方
々

の
出
席
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
総
務
部
会
で
は
、
会
報
の
編
集
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
区
長
会
の
発
展

に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
総
務
部
副
部
長　
芦
名
光
義
）

会　
　
　
長　
　
成
田
源
一
郎
（
北
会
津
）

副　
会　
長　
　
渡
部　
美
次
（
東　
山
）

総
務
部
長
（
会
報
発
行
責
任
者
）

　
　
　
　
　
　
　
春
日
部
一
視
（
高　
野
）

総
務
部
副
部
長　
　
室
井
榮
之
助
（
謹　
教
）

　
　
〃　
　
　
　
芦
名　
光
義
（
堂　
島
）

総
務
部
委
員　
　
渡
部
登
三
男
（
行　
仁
）

　
　
〃　
　
　
　
内
藤　
陽
一
（
鶴　
城
）

　
　
〃　
　
　
　
青
木　
正
明
（
謹　
教
）

　
　
〃　
　
　
　
伊
澤　
　
勉
（
城　
北
）

　
　
〃　
　
　
　
松
木　
　
稔
（
日　
新
）

　
　
〃　
　
　
　
原
田
憲
之
助
（
城　
西
）

　
　
〃　
　
　
　
土
屋　
廣
江
（
門　
田
）

　
　
〃　
　
　
　
大
矢
由
紀
江
（
東　
山
）

　
　
〃　
　
　
　
芳
賀　
誠
子
（
一　
箕
）

　
　
〃　
　
　
　
二
瓶　
陽
二
（
大　
戸
）

　
　
〃　
　
　
　
中
島　
慎
一
（
北
会
津
）

　
　
〃　
　
　
　
目
黒　
俊
則
（
日　
橋
）

　
　
〃　
　
　
　
倉
戸　
政
昭
（
八　
田
）

　
　
〃　
　
　
　
兼
子　
　
守
（
堂　
島
）

湯
川
村
と
の
境
界
の
地
区
の
地
名
と
し

て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
昔
を
偲
ぶ
史

跡
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
家
の
北
側

に
昔
あ
っ
た
水
路
の
脇
に
四
角
い
石
碑

が
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
父
が
、
代
田
組

の
石
碑
だ
と
言
っ
て
い
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
記
憶
に
残
っ
て
お
り
、

今
回
、
地
区
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
一

講
を
ま
と
め
ま
し
た
。
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